
７神奈川の大学

環境に配慮した建築構造工学部・岩田衛教授地域に根ざして…神奈川大学

物
流
施
設
「
Ｄ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
八
王
子
」

を
学
生
と
視
察
す
る

岩
田
教
授

中
央

　
神
奈
川
大
学
は
１
９
２
８

年
創
立
。
今
年
で
創
立

年

を
迎
え
る
。
創
立
１
０
０
年

へ
向
け
、
２
０
１
０
年
に
出

し
た
中
期
実
行
計
画
で
は

「
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
・

研
究
の
推
進
」
が
盛
り
込
ま

れ
た
。
「
神
奈
川
学
」
の
展

開
や
産
学
官
の
連
携
を
強
化

し
、
生
涯
学
習
や
地
域
の
課

題
解
決
の
拠
点
と
な
る
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
た
。
産
学
連

携
を
担
当
す
る
産
学
官
連
携

推
進
課
は
２
０
０
０
年
に
設

立
さ
れ
た
。
産
業
界
や
官
公

庁
の
ニ
ー
ズ
と
大
学
の
シ
ー

ズ
を
結
び
つ
け
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
作
り
を
行
う
。
ま
た
、

年
に
は
、
横
浜
キ
ャ
ン
パ

ス

横
浜
市
神
奈
川
区

と

湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス

神
奈
川
県
平
塚
市

に
お

け
る
産
学
連
携
の
強
化
を
図

る
目
的
で
、
研
究
支
援
部
を

立
ち
上
げ
た
。

◇
　
◇

　
学
内
の
研
究
室
で
は
、
最

先
端
の
研
究
が
行
わ
れ
て
お

り
、
今
注
目
の
研
究
が
工
学

部
建
築
学
科
の
岩
田
衛
教
授

の
研
究
「
地
球
環
境
に
配
慮

し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
建
築
構

造
」
。
構
造
物
の
長
寿
命
化

を
第
一
に
考
え
、
経
済
的
、

社
会
的
な
要
因
で
や
む
を
得

ず
解
体
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
は
、
リ
ユ
ー
ス

再

利
用

を
想
定
す
る
も
の

だ
。
こ
れ
に
よ
り
建
設
廃
棄

物
の
削
減
、
省
資
源
化
が
可

能
と
な
る
。
加
え
て
、
低
炭

素
社
会
の
構
築
へ
向
け
、
環

境
に
配
慮
し
た
建
築
構
造
に

関
す
る
研
究
を
促
進
さ
せ

る
。

　
岩
田
教
授
は
同
研
究
で

「

年
度
科
学
技
術
分
野
の

文
部
科
学
大
臣
表
彰
科
学
技

術
賞
」
を
受
賞
し
た
。
岩
田

教
授
は
「

年
に
新
日
本
製

鉄
か
ら
神
奈
川
大
学
に
移
っ

て
以
来
、
学
生
と
と
も
に
続

け
て
き
た
研
究
が
評
価
さ
れ

た
」
と
喜
ぶ
。
神
奈
川
大
学

は
現
在
計
画
し
て
い
る
新
棟

の
建
設
で
も
岩
田
教
授
の
研

究
技
術
を
採
用
す
る
予
定

だ
。

　
岩
田
教
授
は
今
ま
で
の
研

究
を
下
地
に
、
新
た
な
研
究

を
進
め
て
い
く
。
長
年
、
鋼

材
の
研
究
を
続
け
て
お
り
、

木
材
や
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
融
合
す
る

こ
と
で
、
耐
震
性
を

強
化
す
る
。
鋼
材
の

特
徴
で
あ
る
強
さ
は

建
築
材
料
と
し
て
適

し
て
い
る
が
、
重
量
を
軽
減

す
る
た
め
に
薄
く
す
る
分
、

地
震
な
ど
が
発
生
し
た
場
合

に
局
部
的
な
座
屈
が
起
き
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
欠
点

を
補
う
た
め
に
、
木
材
で
鋼

材
を
挟
み
込
み
、
座
屈
を
な

く
す
。

　
ま
た
、
鋼
材
の
マ
イ
ナ
ス

面
で
あ
る
さ
び
も
木
材
で
周

り
を
守
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
。
岩
田
教
授
は
「
木
は

地
球
に
と
っ
て
究
極
の
再
生

材
料
。
何
も
良
質
な
木
材
を

使
う
こ
と
は
な
く
、
間
伐
材

を
使
う
こ
と
で
日
本
の
森
林

の
再
生
に
も
な
る
」
と
話

す
。

　
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
で
、
東
北
地
方
の
太

平
洋
沿
岸
は
大
き
な
打
撃
を

受
け
た
。
防
災
に
強
い
建

物
、
ひ
い
て
は
町
づ
く
り
に

岩
田
教
授
が
果
た
す
役
割
は

大
き
い
。

戦略的に活性化策

　
神
奈
川
県
産
業
技
術
セ
ン

タ
ー
は
受
託
試
験
、
産
学
連

携
推
進
な
ど
で
県
内
企
業
を

支
援
し
て
い
る
。
神
奈
川
県

に
は
大
手
企
業
の
研
究
開
発

機
関
が
数
多
く
立
地
し
て
お

り
、
水
準
の
高
い
産
学
連
携

に
よ
る
産
業
の
活
性
化
が
期

待
さ
れ
る
。
６
月
に
神
奈
川

県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
所

長
に
就
任
し
た
大
塚
康
男
氏

に
、
同
セ
ン
タ
ー
が
今
後
力

を
入
れ
る
分
野
に
つ
い
て
聞

い
た
。 神

奈
川
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
大
塚
康
男
氏

「エネルギー」「ライフサイエンス」に重点

　おおつか・やすお　 年（昭
）早大理工卒、同年日立製作

所入社。 年コンシューマエレ
クトロニクス研究所主管研究
長。 年神奈川県産業技術セン
ター副所長 東京都出身、 歳

　
―
就
任
前
の
２
年
間
は
副
所
長

を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　
「
肌
で
感
じ
た
の
は
、
こ
こ
数

年
で
産
学
連
携
の
件
数
が
増
え
て

き
た
こ
と
。
産
と
学
を
結
ぶ
シ
ス

テ
ム
が
で
き
あ
が
っ
て
、
企
業

側
、
大
学
側
と
も
に

利
用
し
合

う

ス
タ
ン
ス
が
板
に
つ
い
て
き

た
こ
と
が
大
き
い
と
思
う
」

　
―
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
は
今
後

ど
の
分
野
に
力
を
入
れ
て
取
り
組

み
ま
す
か
。

　
「
５
カ
年
の
中
長
期
技
術
支
援

計
画
を
策
定
し
た
。

環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
野

と

ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス

に
力
を
入
れ
る
。
特

に
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
パ
ワ

ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
は
、
こ
れ

か
ら
の
基
盤
技
術
に
な
る
の
で
期

待
し
て
い
る
。
ま
た
ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
分
野
は
、
健
康
、
福
祉
な

ど
内
需
志
向
の
も
の
が
多
く
、
国

内
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
十
分
あ
る
。
県

と
し
て
も
継
続
し
て
取
り
組
め
る

分
野
だ
」

　
―
神
奈
川
県
の
太
陽
光
発
電
へ

の
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
神
奈
川
県
産
業
技
術
セ
ン
タ

ー
も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主
体
と

し
た
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

ク
リ

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
グ
リ
ッ
ド

を

検
討
し
た
い
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
と
蓄
電
技
術
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
を
開
発
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
や
県
内
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向
上
、
災
害
リ

ス
ク
の
分
散
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
だ
」

　
―
県
内
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

施
設
な
ど
と
の
連
携
を
ど
う
活
用

し
ま
す
か
。

　
「
県
全
体
の
産
業
の
底
上
げ
が

我
々
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
の
使
命

で
あ
り
、
戦
略
的
に
活
性
化
策
を

打
っ
て
い
き
た
い
。
例
え
ば
環
境

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
、
ソ
ー
ラ

ー
事
業
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与

え
れ
ば
、
企
業
誘
致
、
既
存
企
業

の
新
規
参
入
、
技
術
開
発
の
活
性

化
、
生
産
量
の
増
加
な
ど
を
促
す

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

大
企
業
の
協
力
で
中
小
企
業
が
い

い
モ
ノ
を
生
み
出
せ
る
し
く
み
で

あ
る
神
奈
川
Ｒ
＆
Ｄ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
さ
ら
に
展
開
し
、
モ
ノ
づ
く

り
の
タ
ネ
の
い
ち
早
い
事
業
化
を

支
援
し
た
い
」

　
急
激
な
少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
に
お
い
て
、
大

学
の
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
大
学
が
生
き
残
り
を
か
け
存
在
価
値
を
模

索
す
る
中
、
日
頃
の
研
究
の
成
果
を
地
域
社
会
に
還

元
す
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
そ
の
動
き
に
呼

応
す
る
形
で
、
企
業
側
も
自
社
の
技
術
を
生
か
す
上

で
大
学
と
の
連
携
を
進
め
て
い
る
。
神
奈
川
県
は
首

都
・
東
京
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
社
機
能

と
の
連
携
が
求
め
ら
れ
る
研
究
開
発
機
関
が
数
多
く

立
地
す
る
。
特
に
近
年
、
県
の
産
業
誘
致
施
策
「
イ

ン
ベ
ス
ト
神
奈
川
」
に
よ
り
、
大
企
業
の
研
究
開
発

機
関
が
進
出
し
、
産
学
連
携
の
レ
ベ
ル
を
高
め
て
き

た
。
今
後
、
世
界
を
動
か
す
よ
う
な
研
究
成
果
が
期

待
で
き
る
。

月
の
地
層
内
の
探
査
車
実
用
化
へ
東
海
大
学
｜

超軽量ローバーの試作を続ける東海大の角田教授

介
護
者
の
疲
労
軽
減
を
図
る
支
援
機
器
横
浜
国
立
大
学
｜

太陽光発電で新システム確立神奈川工科大学
　
横
浜
国
立
大
学
は
今
年
、

創
立

年
を
迎
え
た
。
貿
易

と
商
工
業
で
栄
え
た
横
浜
の

歴
史
に
根
ざ
し
た
教
育
を
実

施
し
、
産
業
や
教
育
な
ど
多

方
面
に
人
材
を
送
り
込
ん
で

き
た
。
同
大
は

年
４
月
、

工
学
部
を
改
組
し
、
新
た
に

理
工
学
部
を
設
置
。
創
立
以

来
、
伝
統
と
な
っ
て
い
る
実

践
的
工
学
教
育
を
さ
ら
に
推

進
さ
せ
る
。

　
理
工
学
部
機
械
工
学
・
材

料
系
学
科
の
高
田
一
教
授
は

川
崎
市
高
津
区
の
岩
手
電
機

製
作
所
と
共
同
で
介
護
用
の

移
乗
支
援
機
器
を
製
作
し

た
。
介
護
者
と
被
介
護
者

が
、
ベ
ッ
ド
と
車
い
す
の
間

の
移
乗
を
動
力
を
使
わ
ず
に

短
時
間
に
で
き
る
の
が
特

徴
。
移
乗
時
間
は
１
回
の
移

乗
に
つ
き
、

秒
を
目
標
と

す
る
。

　
支
援
機
器
は
上
体
支
持
部

と
臀
部
支
持
部
、
台
座
な
ど

で
ん
ぶ

で
構
成
す
る
。
て
こ
の
原
理

を
活
用
し
、
上
体
支
持
部
の

ア
ー
ム
に
被
介
護
者
の
わ
き

の
下
を
入
れ
、
支
柱
を
前
傾

し
て
上
体
を
持
ち
上
げ
る
。

そ
の
上
で
、
臀
部
支
持
部
で

臀
部
を
支
え
て
移
乗
す
る
仕

組
み
。

　
従
来
、
移
乗
目
的
の
介
護

用
リ
フ
ト
や
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン

グ
ボ
ー
ド
と
い
っ
た
機
器
は

あ
る
が
、
移
乗
に
長
い
時
間

が
か
か
っ
て
い
た
。
ま
た
、

被
介
護
者
に
食
事
を
取
ら
せ

る
と
き
は
、
介
護
者
が
直
接

移
乗
を
行
う
た
め
、
長
期
間

の
業
務
に
よ
り
腰
部
を
痛
め

て
し
ま
う
。
介
護
の
現
場
で

は
腰
痛
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る

職
員
が
多
く
、
支
援
機
器
の

活
用
で
介
護
者
の
負
担
軽
減

が
図
ら
れ
る
。

　
今
後
は
軽
量
化
を
図
る
た

め
に
、
材
料
を
鉄
か
ら
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
と
樹
脂
に
変
え
、

商
品
化
に
つ
な
げ
る
。

　
東
海
大
学
は

学
部

学

科
・
専
攻
・
課
程
を
擁
す
る

言
わ
ず
と
知
れ
た
総
合
大

学
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
北
は
北

海
道
か
ら
南
は
九
州
・
熊
本

県
ま
で
点
在
し
、
３
万
人
の

学
生
が
学
ぶ
。
神
奈
川
県
に

は
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス
と
伊
勢

原
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
、
県

央
地
区
の
企
業
や
研
究
団
体

と
長
年
、
連
携
を
進
め
て
き

た
。

　
現
在
、
日
本
人
宇
宙
飛
行

士
の
活
躍
や
、

年
６
月
の

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ

さ
」
の
地
球
へ
の
帰
還
な

ど
、
宇
宙
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
。
東
海
大
学
は
工

学
部
に
航
空
宇
宙
学
科
が
あ

り
、
宇
宙
分
野
で
世
界
に
通

用
す
る
人
材
を
育
成
し
て
い

る
。
工
学
部
航
空
宇
宙
学
科

航
空
宇
宙
学
専
攻
の
角
田
博

明
教
授
は
、
月
面
の
縦
穴
を

探
査
す
る
た
め
の
「
超
軽
量

ロ
ー
バ
ー
」
の
研
究
を
行
っ

て
い
る
。
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

の
研

究
機
関
で
あ
る
宇
宙
科
学
研

究
所

相
模
原
市
中
央
区

と
、
ウ
ェ
ル
リ
サ
ー
チ

東

京
都
中
央
区
、
渡
辺
和
樹
社

長

も
研
究
に
参
画
す
る
。

　
ロ
ー
バ
ー

探
査
車

の

質
量
は
全
体
で
１

程

度
。
ま
た
、
月
面
へ
の
着
陸

に
は
エ
ア
バ
ッ
グ
と
し
て
機

能
し
、
着
陸
後
は
走
行
す
る

た
め
の
ホ
イ
ー
ル
と
し
て
機

能
す
る
。
角
田
教
授
は
「
国

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
採

用
さ
れ
れ
ば
、
数
年
後
に
は

実
用
化
さ
れ
る
」
と
期
待
を

込
め
る
。

　
神
奈
川
工
科
大
学
は
神
奈

川
県
厚
木
市
に
キ
ャ
ン
パ
ス

を
置
き
、
工
学
部
、
創
造
工

学
部
、
応
用
バ
イ
オ
科
学

部
、
情
報
学
部
の
４
学
部

学
科
か
ら
な
る
工
学
系
大

学
。
現
在
、
大
学
院
生
を
含

め
、
５
０
０
０
人
を
超
え
る

学
生
が
日
々
研
究
を
重
ね
て

い
る
。

　
工
学
部
電
気
電
子
情
報
工

学
科
の
板
子
一
隆
准
教
授

は
、
太
陽
光
発
電
の
効
率
を

上
げ
る
新
し
い
制
御
法
「
瞬

時
ス
キ
ャ
ン
法
」
を
確
立

し
、
シ
ス
テ
ム
「
ソ
ー
ラ
ー

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
」
を
完
成
し

た
。

　
パ
ネ
ル
で
発
電
し
た
電
気

を
変
換
す
る
パ
ワ
ー
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ナ
ー
の
最
大
電
力
点

追
跡

Ｍ
Ｐ
Ｐ
Ｔ

制
御

は
、
従
来
の
方
法
で
は
日
射

強
度
の
急
変
時
に
動
作
が
不

安
定
に
な
る
欠
点
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
瞬
時
ス
キ
ャ

ン
法
は
欠
点
を
克
服
し
、
最

大
電
力
点
を
確
実
に
と
ら
え

る
こ
と
に
成
功
。
従
来
法
と

比
べ
、
電
力
量
を

％
増
や

し
た
。

　
ま
た
、
瞬
時
ス
キ
ャ
ン
法

の
導
入
は
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

を
変
更
す
る
だ
け
で
制
御
で

き
、
追
加
の
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア

が
不
要
。
余
分
な
コ
ス
ト
が

か
か
ら
な
い
。

　
太
陽
光
発
電
は
現
在
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
筆
頭

格
と
し
て
、
活
用
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
板
子
准
教
授
は

「
こ
れ
か
ら
展
示
会
な
ど
に

積
極
的
に
出
展
し
、
企
業
へ

売
り
込
み
を
か
け
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
む
。

進む産学連携
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